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(〈株＞リクルート）

1．アメリカの生涯教育における情報化の進展
、

UCEA(UniversityContinuingEducationAssociation)の８３回年次総会で
感じた事

1998年３月初旬から１ケ月にわたり筆者は，全米における高等教育機関の
取材を行った。１８才人口の減少にも負けずに力強く発展しているアメリカの
高等教育機関の強さの一端にふれる事が出来た非常に有意義な取材であった。
その取材において常に生涯教育の視点を重視していたが，非常に強く心に残
る事があった。
2000年６月現在の今日，日本においてもインターネットの普及は可能性や

予測の段階から実用の段階に入った事は明白であるが，筆者が取材を行った
2年前は未だ期待と不安が混在する状態であったと思う。そんな中，インター
ネットにおける商取引が日本よりも大幅に進んでいたアメリカにおいては教
育にも大きな波が押し寄せていた。
取材を進める先々で今後の生涯教育のキーはディスタンスラーニングにあ
ると言われ続けた。元々広い国土に人口が点在するアメリカではディスタン
スラーニングの歴史は古く,FMラジオからTV,衛星まで多くの手段を用
いて盛んに行われていた。
また，全成人の４５％が学習すると言われる生涯教育にもマックス感が出て
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民間における情報化の進展と生涯教育９９
ビューの利用者がある日本最大級のWEBサイトである（株）リクルートの
"ISIZE(www.isize.com)"においてはユーザーの47.9%は女性でありしかも

30台前半までの若い女性が75％を占めている。
最近発売されるマンションには,CATV､CS放送と共に24時間使い放題

のインターネット環境が標準装備され,NTTドコモのＩモードは若年層を中
心に爆発的に普及している。
もはやインターネットは日常化しているのである。

3．民間におけるインターネットを利用した教育の現状
-その１

ショッピング，トレーディングと並んでＥビジネスの柱になるのは間違い
ないと言われているインターネットを利用した教育も日本では前述のアメリ
カに比べると大きく立ち後れている事は否めない。
これまでは，情報技術者の養成・研修を中心にイントラネットを通じた社

内研修にとどまり,WBT(WebBasedTraining)と呼ばれていたインター
ネットを利用した教育も昨年あたりからＥラーニングと呼び名を変えて個人
向けにサービスが始まった。現状においてはそのほとんどが株式会社である
民間教育機関によって行われている。この章ではそれらの中から特徴的なも
のを記す。
(1)ANJOインターナショナル・インターネットコース
(http://www.anjo.co.jp/)ANJＯインターナショナル
CPA(米国公認会計士) ,EA (米国税理士) ,CFA (米国証券アナリスト) ,

CMA(米国公認管理会計士) ,CFM(米国公認経営管理士）の取得講座を
Web上で受講できるもの。この教育機関はこれまでもこれらの講座を通学講
座・ビデオ講座で行っており各資格の講座ごとに受講形態を変える事ができ
る。
テキストと併用して重点項目をマスターするシステムが取られており，ビ

デオの配信も行われているので，実際に教室で行なわれている授業のポイン
トをチェックする事も出来る。また受講するコースの中には復習テストが組
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み込まれており，自動採点システムを利用して，すぐその場で自分の進度が
確認できる。質問は随時メールで講師が対応し，インターネット上の会議室
に入ると同じ目的を持つ受講者同士で会話が出来る。Webの即時制を生かし
て受験カウンセリングや最新の受験情報の提供なども行なわれている。
2000年１月からはこのサイトを通してMBAの取得も可能になった。取得

可能な修士号は「モンタナ州立大学リビングス校」の「ビジネスコミュニケー
ション修士号(MSIPC)」であり，講義から中間レポートやテスト，質問な
どがすべてWeb上で行われ，最終試験も日本で課されるので渡米する事な
くMBAが取得できる。
(2)イーキューブラーニング
(http://e-cube.ne.jp/)NTT-ME情報流通
NTTグループのNTT-ME情報流通が提供している｡IT( Informat ion

Technology)プロフェッショナル養成プログラムと銘打っているだけに，コ
ンテンツは主にベンダー系認定資格取得のためのカリキュラムに特化してい
る。アメリカのIT研修大手のスマートフォース社と提携している。
マイクロソーフト社が認定するMCP(マイクロソフト認定技術者）や

MCSE(マイクロソフト認定システムエンジニア）からシスコ社やロータス
社まで主要なベンダー資格の取得講座が揃っている。スマートフォース社が
持つ1000本の教材のうち，現在は100本を英語のまま,25本を日本語バー
ジョン訳して提供。TOEIC･faFP(ファイナンシャルプランナー）対策講座
も開講されている。
入会申し込みと同時に専用IDとパスワードが発行され，料金決済はすべ

てクレジットカードで行われる。
教育システムで工夫されている点は，一つの章が終了するごとに必ずテス
トを受け，瞬時に採点された結果により自分の理解度を把握できることであ
る。また，質疑応答はチャットで行われ，メンター（学習管理・支援者）が
即時に解決する。メンターは学習者のアクセス状況を見ながらメールを送り
学習意欲を喚起させる。また，自分自身で学習進度や教材別の得点ランキン
グを確認できるサポートシステムも整っている。
(3)ナレッジプールオンライン
(http://www.knowledgepool.com/)富士通ラーニングメディア
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1996年からWBTを行い日本におけるWeb教育の草分けである富士通ラー
ニングメディアが1998年に立ち上げたもの。IT系を核に40コースほどの構
成。この講座の特徴はレベルに合わせて教材スタイルを変えている点。初心
者レベルでは本やCD-ROMが中心で中級以上にはWebで対応している。
コミュニケーションツールとしては掲示板とメール。掲示板を有効活用し他
の学習者の質問を見る事により自分では気がつかない疑問点や間違いやすい
点が整理できる。また，メンターによるサポートサービスも充実している。
(4)インターネットビジネスカレッジ
(http://www.ibc.ne.jp/)スマートリンク
校名のとおりインターネットのホームページ制作者を養成している講座。

基本的な構造は他のものと同じであるが，インストラクターには第一線で活
躍する現場のプロを採用している。知識や技術にプラスして実際の仕事に役
立つ情報やノウハウが学べる.。
講座の途中で２回の課題作品を提出（フロッピーで送付)。ホームページ

上のギャラリーでは受講生同士の作品も見ることができる。卒業後も定期的
に送られてくるメールニュースで求人・求職情報も確認できる。
(5)グローバルイングリッシュ
(http://www.globalenglish.com/)グローバルイングリッシュジャパン
発音からリスニング，リーディング，会話表現，単語，文法など英語の総

合的なを学べ。Web上に音声認識機能を設置しているので学習者が発音や会
話の練習をすると即時にレベルチェックしてフィードバックされる。ネイティ
ブスピーカーとの比較を音声とグラフで確認することもできる。これ以外に
もオーディオ，アニメーション，テキストなどを使って実際のビジネスシー
ンを疑似体験できるようになっている。

以上の様に，様々な工夫をこらした教育システムが次々とオープンしてい
るが高速回線がまだまだ未整備の日本において，動画や音声を快適な環境で
利用することは難しい。紙のテキストやCD-ROM,スクーリングとの併用
パターンも多く見受けられる。
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り常時インターネットに接続する必要が無くなり，通信料金の負担軽減にも
貢献している。
さらに学習を効率的に進めるために，事前のレッスンや復習のための確認

テスト，実力テストなどを合わせて実施している。これにより学習者は自分
自身のレベルアップを実感しながら学習することができる。
掲示板は学習者同士のコミュニケーションにとどまらず他の受講生の回答

を見て，自分にない視点を広げていくことにも役立っている。さらに，ミニ
テストや復習メール，課題が滞っている学習者に対してはメールで催促する
など，個人の進度に応じたサポート体制が取られるようになっている。

まだ始まったばかりで試行錯誤を繰り返しながらではあるが，情熱を持った
講師陣と非常に意識の高い受講者に支えられ様々な効果が上がっている。こ
れまでにない学習の場として期待は大きい。

5．インターネットを利用した学習と今後の課題と展望

さてこれまで多くのインターネットを利用した学習の例を見て来たが今後
の展望を含めいくつかの課題をあげたい。
(1)通信インフラの問題
前述の様に日本において通信インフラは急速に改善してきているとはいえ，

特にアメリカと比べると大きな開きがある。最近は定額制なども多く見られ
るようになった電話料金もアメリカの水準から比べるとまだまだ高い。また，
プロバイダーに支払う接続料金についてもいろいろなアイディアが生まれて
いるが接続料金が安いところは会員数が多すぎてサービスが低下しているな
どの逆の問題も生じている。またこれは，初期段階であるためにある程度仕
方がないこともあろうが，アクセスが集中する時間帯では通信速度が急激に
遅くなる事もある。学習者にストレスを感じさせないインフラ整備が切に望
まれる。
(2)現在提供されている講座と学習者層
今まで述べてきたように現在インターネット上で提供されている講座には
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いわゆる「ビジネス講座」や「語学」「IT」といった講座が多い。インター
ネット利用者層の分布とも相まって受講者層もいわゆるビジネスマンが多い。
これは生涯教育の観点からすると今後の大きな課題をはらんでいる。筆者が
取材を行ったカリフォルニアバーチャルユニバーシティでは，インターネッ
ト上における農業の講座が非常に人気があった。ご承知のとおりカリフォル
ニアは非常に面積が広く，一番近い高等教育機関まで自宅から車で数時間な
どという人も珍しくないという。これまでは特産のオレンジを栽培するには，
今年の気候から始まって，肥料や土地改良の問題，品種の問題と長年の経験
と勘に頼っていたものが多かった。しかしこれらをカリフォルニアバーチャ
ルユニバーシティの講座の中で解決する事により多くの実績が上がっている
という。また，カリフォルニアバーチャルユニバーシティはこれらの講座開
発の要望を汲み上げるセンサー機能も果たしているのである。
日本においても一部自治体で高齢者をネットワークする試みや，初等中等

教育へのインターネットの積極的導入などが行われているが講座開発と平行
して学習層の拡大も大きな課題であろう。
(3)．インターネットリテラシーの格差
今後は益々インターネットリテラシーと言うべきものの格差が拡大すると

思われる。バーチャルなコミュニティに入れる者と入れない者の情報や知識
の格差は開くばかりであろう。コミュニティの中ではたくさんのコラボレー
ションが生まれるが，その中に入れぬものはそれを伺い知ることすらできな
い。
いずれにせよ，企業は急速に国際化し今まで得た知識や経験だけに頼って

いては，働く場所さえ失いかねない時代がやって来ている。現実に役立つ実
践的な知識の提供が強く求められている。教育機関に課期待される役割は今，
限りなく大きい。逆に言えばその使命を果たし得ない教育機関の前途はいか
なるものであろうか。


